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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月10日(2017.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相前後するグラジエントエコー間の予め与えられた時間差（５１５；ΔＴＥ）で少なく
とも２つのグラジエントエコーが連続的に形成され、かつ予め与えられた最大傾斜磁場パ
ルス振幅（６５３）および予め与えられた最大傾斜磁場パルス変化速度（６５１）が超過
されないマルチエコー測定シーケンスを高められた空間分解能で実行する方法であって、
　予め与えられた時間差（５１５；ΔＴＥ）と、予め与えられた最大傾斜磁場パルス振幅
（６５３）および予め与えられた最大傾斜磁場パルス変化速度（６５１）からなる商との
間の比を決定し、
　プリフェーズ傾斜磁場パルス（４０３－１）を印加し、
　水平レベル時間（６０２）および振幅（６０３）を含む第１の読み出し傾斜磁場パルス
パラメータ（６０２，６０３）を有する第１の読み出し傾斜磁場パルス（４０３－２）を
印加し、第１の読み出し傾斜磁場パルスパラメータ（６０２，６０３）を、決定された前
記比に応じて選定し、
　水平レベル時間（６０２）および振幅（６０３）を含む第２の読み出し傾斜磁場パルス
パラメータ（６０２，６０３）を有する第２の読み出し傾斜磁場パルス（４０４－２）を
印加し、第２の読み出し傾斜磁場パルスパラメータ（６０２，６０３）を、決定された前
記比に応じて選定するマルチエコー測定シーケンスの実行方法。
【請求項２】
　マルチエコー測定シーケンスが単極性のグラジエントエコー測定シーケンスであり、
　更に、第１の読み出し傾斜磁場パルス（４０３－２）と第２の読み出し傾斜磁場パルス
（４０４－２）との間において、フライバック水平レベル時間およびフライバック振幅（
６１３）を含むフライバック傾斜磁場パルスパラメータ（６１３）を有するフライバック
傾斜磁場パルス（４０４－１）を印加し、そのフライバック傾斜磁場パルスパラメータ（
６１３）を、決定された前記比に応じて選定する請求項１記載の方法。
【請求項３】
　第１の読み出し傾斜磁場パルスパラメータ（６０２，６０３）が第２の読み出し傾斜磁
場パルスパラメータ（６０２，６０３）に等しい請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
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　決定された前記比において前記商が前記時間差（５１５；ΔＴＥ）の予め定められた分
数Ａよりも小さい場合に、前記振幅（６０３）および前記フライバック振幅（６１３）が
最大傾斜磁場パルス振幅（６５３）に等しく選定される請求項２又は３記載の方法。
【請求項５】
　前記分数Ａが１／１２である請求項４記載の方法。
【請求項６】
　決定された前記比において前記商が前記時間差（５１５；ΔＴＥ）の予め定められた分
数Ｂよりも大きい場合に、前記振幅（６０３）および前記フライバック振幅（６１３）が
最大傾斜磁場パルス振幅（６５３）よりも小さく選定される請求項２乃至５の１つに記載
の方法。
【請求項７】
　分数Ｂが２／９であり、
　前記振幅（６０３）が最大傾斜磁場パルス変化速度（６５１）と前記時間差（５１５；
ΔＴＥ）との積の係数Ｃ倍に等しく選定され、
　前記フライバック振幅（６１３）が前記振幅（６０３）の２倍の大きさに選定される請
求項６記載の方法。
【請求項８】
　決定された前記比において前記商が前記時間差（５１５；ΔＴＥ）の予め定められた分
数Ｂよりも小さく、かつ前記時間差（５１５；ΔＴＥ）の予め定められた分数Ａよりも大
きい場合に、前記振幅（６０３）が最大傾斜磁場パルス振幅（６５３）よりも小さく選定
され、前記フライバック振幅（６１３）が最大傾斜磁場パルス振幅（６５３）に等しく選
定される請求項４を引用する請求項６記載の方法。
【請求項９】
　前記振幅（６０３）が最大傾斜磁場パルス振幅（６５３）の分数Ｅに等しく選定され、
　Ｅが（ｘ＋１）／２であり、
　ｘが方程式
【数１】

の解であり、
　Ｓmaxが最大傾斜磁場パルス変化速度（６５１）であり、
　Ｇmaxが最大傾斜磁場パルス振幅（６５３）である請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　第１の読み出し傾斜磁場パルス（４０３－２）および第２の読み出し傾斜磁場パルス（
４０４－２）の少なくとも一方のランプ時間（６０１）が、最大傾斜磁場パルス変化速度
（６５１）を考慮して最小に選定される請求項１乃至９の１つに記載の方法。
【請求項１１】
　相前後するグラジエントエコー間の予め与えられた時間差（５１５；ΔＴＥ）で少なく
とも２つのグラジエントエコーが連続的に形成され、かつ予め与えられた最大傾斜磁場パ
ルス振幅（６５３）および予め与えられた最大傾斜磁場パルス変化速度（６５１）が超過
されないマルチエコー測定シーケンスを高められた空間分解能で実行する磁気共鳴装置（
１００）であって、
　磁気共鳴装置（１００）が、予め与えられた時間差（５１５；ΔＴＥ）と、予め与えら
れた最大傾斜磁場パルス振幅（６５３）および最大傾斜磁場パルス変化速度（６５１）か
らなる商との間の比を決定するように構成されたコンピュータユニット（１６０）を含み
、
　磁気共鳴装置（１００）が、更に、プリフェーズ傾斜磁場（４０３－１）を印加するス
テップと、水平レベル時間（６０２）および振幅（６０３）を含む第１の読み出し傾斜磁
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場パルスパラメータ（６０２，６０３）を有する第１の読み出し傾斜磁場パルス（４０３
－２）を印加し、第１の読み出し傾斜磁場パルスパラメータ（６０２，６０３）を決定さ
れた前記比に応じて選定するステップと、水平レベル時間（６０２）および振幅（６０３
）を含む第２の読み出し傾斜磁場パルスパラメータ（６０２，６０３）を有する第２の読
み出し傾斜磁場パルス（４０４－２）を印加し、第２の読み出し傾斜磁場パルスパラメー
タ（６０２，６０３）を決定された前記比に応じて選定するステップとを実行するように
構成された傾斜磁場システム（１４０）を含む
磁気共鳴装置（１００）。
【請求項１２】
　磁気共鳴装置（１００）が更に請求項１乃至１０の１つに記載の方法を実施するように
構成されている請求項１１記載の磁気共鳴装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　第１領域、即ち（２／９）ΔＴＥ≦（Ｇmax／Ｓmax）において、プリフェーズ傾斜磁場
パルス４０３－１の０次モーメントは、例えばＡGRP＝Ｇ×（ＦＴ＋ＲＴ）／２＝（２／
８１）ＳmaxΔＴＥ2である。第１領域では、ランプ時間ＲＴGRP＝（ＡGRP／Ｓmax）１／
２＝（√２／９）ΔＴＥおよび最大振幅ＧGRP＝－（√２／９）ＳmaxΔＴＥを有する三角
形のプリフェーズ傾斜磁場パルス４０３－１が最も効果的である。プリフェーズ傾斜磁場
パルス４０３－１は、高周波パルス４０１の終端と第１の読み出しインターバルの始端と
の間において印加され、その第１の読み出しインターバルの始端は、例えば第１の読み出
し傾斜磁場パルス４０３－２の水平レベルの始端と一致する。従って、使用可能な時間は
ＴＥ１－ＴＳ－（３／１８）ΔＴＥである。但し、ＴＳは高周波パルス４０１のアイソデ
ィレイ点と高周波パルス４０１の終端との間の時間である。この例では、高周波パルス４
０１の端部がスライス選択傾斜磁場４０２の水平レベルの端部と一致しなければならない
。その時間ＴＳは、一般に第１のエコー時間５１１；ＴＥ１と比べて短い。種々の標準的
実施において、その時間ＴＳは、例えば４０μｓと８０μｓとの間である。従って、プリ
フェージングのために使用可能な時間Ｔavailabl＝ＴＥ１－ＴＳ－（３／１８）ΔＴＥ≧
１．１５ｍｓ－０．０８ｍｓ－（３／１８）１．１５ｍｓ≒０．８９ｍｓは、プリフェー
ジングのために必要な時間Ｔneeded＝（√２／９）ΔＴＥ＝（√２／９）１．１５ｍｓ≒
０．１８ｍｓに比べて大きい。同様のことが他の領域に対しても当てはまる（図４参照）
。
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